
2022年 9月 25 日（39週目) 主日礼拝                 「主に讃美と感謝を捧げよ」(詩篇 103:1-8) 
詩編 103 編は、ダビデが最盛期である時に書かれた御言葉である。詩編は祈りであるので、賛美・栄光を捧げる祈りというのは非常に力強い御言葉である。賛美をする時に暗

闇の力は打ち砕かれて、賛美によって力を受けるようになる。神様は全ての人が賛美をすることを望まれている。賛美を回復する時に全てのことが回復されるようになる。 

1.救い主に讃美と感謝 2.慈しみの主に讃美と感謝 3.王である主に讃美と感謝 

▲主は私を救って下さったので賛美をする。 

〇詩 103:1(わがたましいよ。主をほめたた 

えよ。私のうちにあるすべてのものよ。聖 

なる御名をほめたたえよ。) 

・ほめたたえよという言葉が出てくる。 

・ダビデは心から賛美をする事が出来た。 

〇詩編 103:2(わがたましいよ。主をほめた 

たえよ。主の良くしてくださったことを何 

一つ忘れるな。) 

 ・神様は私達を良くして下さっている 

―神様の恵みを忘れないようにする。 

・私達の罪、咎を赦して下さっている。 

・神様の恵みを覚える時に賛美出来る。 

1)詩 103:3(主は、あなたのすべての咎を赦 

し、あなたのすべての病をいやし) 

・キリストが十字架で罪を赦して下さった 

・赦して下さり癒されることが感謝である 

・真の王の信仰―悪霊,精神の病が終わる 

・真の祭司の信仰―身体の病が終わる 

2)詩 103:4(あなたのいのちを穴から贖い,あ 

なたに恵みとあわれみとの冠をかぶらせ) 

・地獄の穴から私達を救い出して下さり、 

天国の命の冠をかぶらして下さっている 

3)詩 103:5(あなたの一生を良いもので満たさ 

れる。あなたの若さは、わしのように、新 

しくなる。) 

・神様は、私に一番良い物を与えて下さる 

・私達は、心配をしなくてもよい。 

・私の若さはわしのように新しくなる。 

・肉的は年老いても霊的には若さを保つ。 

 

 

▲神様は、あわれみ深い神様であり、慈しみの神様である。 

1)詩篇 103:8(主は、あわれみ深く、情け深い。怒るのにおそく、 

恵み豊かである。) 

・主は、慈しみ深く恵みの神様である。 

〇詩篇 103:10―12(私たちの罪にしたがって私たちを扱うことをせ 

ず、私たちの咎にしたがって私たちに報いることもない。天が地 

上はるかに高いように、御恵みは、主を恐れる者の上に大きい。 

東が西から遠く離れているように、私たちのそむきの罪を私たち 

から遠く離される。) 

・私達の罪の代価を全てキリストが負って下さった。 

・神様は自分の子どもを憐れむように私達を憐れむ(詩 103:13)。 

・私達の神様は、憐れみ深い神様である。 

〇エレ 31：34(わたしは彼らの咎を赦し、彼らの罪を二度と思い出さ 

ないからだ。) 

・私たちの罪を思い出すこともしない(イザヤ 43：25)。 

・私達を神の子どもとして下さっており、罪を思い出さない。 

2)詩篇 103:11(天が地上はるかに高いように、御恵みは、主を恐れる 

者の上に大きい。) 

・主の愛は図り知ることが出来ない。 

3)詩篇 103:17(しかし、主の恵みは、とこしえから、とこしえまで、 

主を恐れる者の上にある。主の義はその子らの子に及び) 

4)ヨハネ 3:16(神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、 

世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びるこ 

となく、永遠のいのちを持つためである。) 

5)ローマ 11:22(見てごらんなさい。神のいつくしみときびしさを。 

倒れた者の上にあるのは、きびしさです。あなたの上にあるの 

は、神のいつくしみです。) 

・神様は公義を持っており、また、慈しみと恵みを持っている。 

 ・慈しみにとどまるのか、厳しさにとどまる者になるのか。 

 ・信仰生活において、神様の恵みに中にとどまる者になる。 

6)エペソ 2:4-5(あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその 

大きな愛のゆえに、罪過の中に死んでいたこの私たちをキリス 

トとともに生かし―あなたがたが救われたのは、ただ恵みによる 

のです。―) 

・ただ福音を信じることが出来るようになったのは恵みである。 

・聖霊によって神の愛が私達に注がれている(ローマ 5：5)。 

 ・私達には全てのことが恵みである。 

▲私達は主に賛美と感謝を捧げるように。 

1)詩篇 103:20-21(主をほめたたえよ。御使いたちよ。みこ 

とばの声に聞き従い、みことばを行なう力ある勇士たち 

よ。主をほめたたえよ。主のすべての軍勢よ。みこころ 

を行ない、主に仕える者たちよ。) 

・真の王は真の神様である。 

・神様の御言葉を成就するようにするのが天使である。 

・私達が神様を賛美する者となるように。 

2)詩篇 103:22(主をほめたたえよ。すべて造られたものた 

ちよ。主の治められるすべての所で。わがたましいよ。 

主をほめたたえよ。) 

・息ある者が全て主をほめたたえるように。 

・全ての日本人、世界中の人が礼拝を出来るように。 

・伝道、宣教の中に全てが含まれている。 

・日本をキリスト教国家になって、全ての日本人が礼拝 

を捧げられるように。 

3)詩篇 103:19(主は天にその王座を堅く立て、その王国は 

すべてを統べ治める) 

・主は王であるので王国を統べ治める。 

・全ての人が礼拝を捧げることが出来るように。 

・全ての人がキリストを信じるためには 

①  首相や天皇がキリストを信じる。 

②  財閥がキリストを信じる。 

③  専門人がキリストを信じる。 

 

▲結論 

・イエス・キリストの福音によって全てが解決された。 

・キリストが全てを下さっていることを感謝する。 

・全てを与えられたので伝道宣教のために用いられる。 



現場地教会（2022 年 9 月 25 日～2022 年 10 月 1 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】            「主に讃美と感謝を捧げよ」(詩篇 103:1-8) 

  

【讃美】                   46 たたえよ 救い主イエスを 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 
御座の祝福を 

味わう 

（3•9•3 契約の

祈り） 

【吐いて】主は生ける神の御子キリストです。 

【吸って】いま神の御霊で満たしてください。 

【吐いて】御言葉の力が臨まれますように。 

【吸って】キリストの御霊で満たしてください。 

【吐いて】3つの呪いを解決する力が臨まれますように。 

【吸って】助け主聖霊様で満たしてください。 

【吐いて】聖霊様の力が臨まれますように。 

【吸って】3つの超越の力で満たしてください。 

【吐いて】御座の祝福・時空間を超える 237の光の力が臨まれますように。 

【吸って】3つのいのちで満たしてください。 

【吐いて】神の形・いのちの息・エデンの園の祝福が臨まれますように。 

【吸って】3つの空前絶後の祝福で満たしてください。 

【吐いて】空前絶後な私・教会・タラントが回復されますように。 

【吸って】3つの時代の祝福で満たしてください。 

【吐いて】牧師•重職者•レムナントの時代を味わう祝福をください。 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

1、日本伝道集会 10 月 4 日～5 日 

2、親と教師の集まり：10 月 2 日 14：00 

3、日本神学校 後期の講義 10 月 11 日～ 

4、日本大学修練会 10 月 10 日 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


